
○ 8月18日（月）08時33分頃に発生した遠州灘の地震において、最終的な地震の規模はM4.6、最大震度２であったが、緊
急地震速報（予報）を第17報まで発表する中で、一時的にM6.4、最大震度４（静岡県、愛知県、三重県、奈良県）と過大
に予想した。

○ この原因については以下の通りであった
・地震の際に、東南海ケーブル式常時海底地震観測システム（速度計と加速度計で観測。以下「東南海OBS」という。）
の一部観測点（東南海４、東南海５）の速度計において設定範囲を超える値を観測した。
・速度計、加速度計のどちらか一方でも設定範囲を超えた値を観測した場合には、速度計、加速度計双方について直
前の値を固定値として数秒間波形を処理することとしており、固定値となった加速度から計算するMが過大評価となっ
た。
（Mは加速度計の値を二階積分して求められる変位から計算している。）

○ 対応として、東南海OBSの設定範囲を修正した。
○ 18日より緊急地震速報への活用を停止していた東南海４、５についても、25日より緊急地震速報への活用を再開。
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＋：一連の緊急地震速報（予報）で推定した震央の位置
★：M4.6の地震の震央位置

波形の異常と
判定された時点で、
その直前の値を保持
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■推定した震央位置

■東南海OBSの配置
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■東南海５の加速度波形（東南海４も同様の現象が発生）


	スライド 0: 令和７年８月18日08時33分の遠州灘の地震における緊急地震速報の処理について

